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１ℓ以下の容器か 
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検査不要 注６ 

高圧ガスとは 
 
１）温度 35℃における圧力が１ＭＰａ以上となる圧縮ガス 
２）温度 15℃における圧力が０．２ＭＰａ以上となる圧縮アセチレンガス 
３）圧力が０．２ＭＰａとなる場合の温度が 35℃以下である液化ガス 
４）液化シアン化水素、液化フロムメチル、液化酸化エチレン 

高圧ガスか 

30mℓ以下の容器か 

適用除外 注８ 

簡易用ガスコンロ容器か 
冷媒用サービス缶か 注 11 

エアゾール製品か 

検査不要 
（家庭用エアコン等） 

適 用 除 外 
（空の容器等） 注 1 

冷凍設備か 

冷凍能力 20 トン未満か 
（二酸化炭素、ﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ
又はｱﾝﾓﾆｱは 50 トン未満） 
注７ 

 

検査申請要 

注２ 

物 品 

適用除外 注９ 適用除外 注６ 

注１）高圧ガスが充塡されていない容器を輸入したときの輸入検査は不要。但し、輸入した容器に高圧ガス 

を国内で充塡する際には、容器検査が必要。  容器検査：高圧ガス保安協会 03-3436-6104 

注２）１００ｍℓ以下の容器及び密閉しないで用いられる容器については容器証明不要。（P4､10) 

注３）高圧ガス保安法の「一般則 46 条第 1 項」参照、及び「高圧ガスを封入した緩衝装置等に係る輸入の通関の際における取り

扱いについて」（改正 20161025 商局第６号 平成 28 年 11 月 1 日）（P22) 

注４）高圧ガス保安法の「一般則 46 条第２項第一号、二号、三号、四号」「液石則第 45 条の４」参照及び「政令告示第 4条の２」 

注５）航空法（昭和 27 年法律第 231 号）第 10 条の規定に適合する容器内における高圧ガス及び「高圧ガスを封入した緩衝装置

等に係る輸入の通関の際における取り扱いについて」 （「一般則 46 条第 2 項第五号」）（P22) 

注６）別途、税関へ証明書又は試験成績書の提出が必要。（自動車燃料用高圧ガスを除く）（P25) 

注７）高圧ガス保安法及び関係省令の運用及び解釈について（内規）「冷凍保安規則第 31 条」関係による。 

（改正 20170718 保局第 1 号 平成 29 年 7月 25 日） 

注８）政令関係告示第 4条参照 エアゾール製品の試験「（一社）日本エアゾール協会」 03-5207-9850 

注９）充塡されたガスの化学作用によって変化しない容器であって、充塡された液化ガスに毒性ガスを含まないこと。（P4) 

 （例 １００円ガスライター等） 

注 10）政令第 2 条第 3 項第九号の経済産業大臣の定めるもの （政令関係告示第 4条の２）（P4) 

注 1１）政令関係告示第４条第１項第二号ロ．参照（P4)                                 ※（ )本文ページ 

はい 

温度 35℃において 0.8ＭＰａ以下
の液化ガス （可燃性以外のフロ
ンは 2.1ＭＰａ以下） 

はい いいえ 

緩衝装置 

注３､５ 

自動車用
消火器 
注３､４ 

再充塡不可＆不活性ガス
又は空気か 

エアバッグ 

注４ 

0.15m3を超えるか 航空機用 注５

５ 

いいえ 

その他 

注 10 

いいえ 

自動車用か 

はい 


